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「
弁
当
の
日
」が
生
み
出
す

「
家
族
の
時
間
」

二
〇
〇
三
年
度「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
」の
取
り
組
み
が
中
学
校
へ
広
が
っ
た

香
川
県
・
国
分
寺
町
立
国
分
寺
中
学
校
校
長

竹
下
和
男

「
親
は
手
伝
わ
な
い
で
」
と

訴
え
て
、「
子
ど
も
が
作
る�
弁

当
の
日
�」
を
前
任
校
・
滝
宮

小
学
校
で
始
め
た
。
�１
子
ど
も

だ
け
で
作
る

�２
五
・
六
年
生

だ
け

�３
十
月
か
ら
月
一
回
、

年
五
回

が
三
原
則
だ
。
そ
の

都
度
、
各
種
マ
ス
コ
ミ
に
案
内

し
て
き
た
が
二
年
間
で
十
件
の

取
材
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
「
地

域
に
根
ざ
し
た
食
育
コ
ン
ク
ー

ル
２
０
０
３
」
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
す
る
と
、
一
年
間

で
百
二
十
五
件
の
報
道
が
あ

り
、「
弁
当
の
日
」
実
践
校
も

他
県
に
広
が
り
始
め
た
。
滝
宮

小
学
校
の
「
弁
当
の
日
」
は
五

年
目
に
な
っ
た
。

現
任
校
の
国
分
寺
中
学
校
で

は
昨
年
度
か
ら
「
自
分
で
作
る

�
弁
当
の
日
�」
を
始
め
た
。

昨
年
の
十
月
に
全
校
生
徒
に
訴

え
る
と
六
割
の
ク
ラ
ス
（
約
四

百
人
）
が
挑
戦
し
た
。
今
年
度

は
家
庭
科
教
員
を
一
名
増
員
し

て
二
名
に
し
、「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
も
活
か
し
て
指
導

体
制
を
整
え
、
三
年
計
画
を
練

っ
た
。
四
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で

保
護
者
の
了
解
を
得
て
全
校
生

徒
で
取
り
組
む
。
原
則
は
�１
自

分
で
作
る

�２
全
校
生
が
学
期

に
一
回
、
三
年
間
で
七
回

�３

毎
回
、課
題
設
定

の
三
つ
だ
。

今
年
度
の
初
回
は
十
月
十
一
日

だ
。「

弁
当
の
日
」
の
ね
ら
い
は

ス
タ
ー
ト
か
ら
「
家
族
」
に
最

重
点
を
置
い
て
お
り
、
文
部
科

学
省
・
農
林
水
産
省
・
厚
生
労

働
省
が
推
進
す
る
「
食
育
」
と

は
、
少
し
距
離
を
置
い
て
い
る

つ
も
り
だ
。
少
年
に
関
わ
る
悲

し
い
事
件
や
現
象
を
少
し
で
も

改
善
す
る
た
め
に
は
日
本
国
中

の
、
家
族
の
あ
り
方
を
見
直
す

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
「
心
の
空
腹
感
」
に
、

親
だ
け
で
な
く
子
ど
も
自
身
も

気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
事
態

の
深
刻
さ
を
招
い
て
い
る
。

「
弁
当
の
日
」
は
必
然
的
に

「
家
族
の
時
間
」
を
各
家
庭
に

生
み
出
す
。
自
分
が
作
っ
た
お

か
ず
を
食
べ
て
喜
ぶ
家
族
を
み

て
、
存
在
感
を
感
じ
る
生
徒
た

ち
。「
弁
当
の
日
」
を
通
し
て

「
食
」
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

な
べ
料
理
を
自
分
の
得
意
料
理

に
あ
げ
る
生
徒
、「
誰
か
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
弁
当
」
と
い

う
、「
弁
当
の
日
」
の
テ
ー
マ

に
、
仕
事
に
励
む
父
親
や
、
い

つ
も
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る
母

親
の
み
な
ら
ず
、
な
く
な
っ
た

祖
父
母
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
弁

当
を
作
っ
た
生
徒
た
ち
。
そ
れ

を
喜
ぶ
家
族
た
ち
。

「
地
域
性
や
生
徒
の
状
況
か

ら
、
自
分
の
学
校
で
は
�
弁
当

の
日
�
の
導
入
が
難
し
い
」
と

い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

私
は
、
導
入
が
難
し
い
状
況
こ

そ
が
、
改
善
さ
れ
る
べ
き
状
況

だ
と
思
っ
て
い
る
。

「
家
族
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、

家
族
を
支
え
て
い
る
存
在
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
生
徒
は
、

非
行
に
走
っ
て
も
一
線
を
越
え

な
い
」
と
い
う
の
が
持
論
で
あ

る
。『�

弁
当
の
日
�
が
や
っ
て

き
た
・
パ
ー
ト
２
』
も
今
年
度

中
に
は
出
版
す
る
予
定
だ
。「
弁

当
の
日
」
実
践
校
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
、
県

内
外
で
の
講
演
を
続
け
て
い

る
。
し
ば
ら
く
は「
弁
当
の
日
」

の
広
告
塔
で
い
る
つ
も
り
だ
。

滝宮小学校の「子どもがつくる弁当の日」は５年目

国分寺中学校「自分で作る弁当の日」の自信作

大
事
典
シ
リ
ー
ズ

環
境
保
全
型
農
業

大
事
典

全
２
巻

�１
施
肥
と
土
壌
管
理

�２
総
合
防
除
・
土
壌
病
害
対
策

食
の
安
全
へ
の
不
安
、
環

境
破
壊
へ
の
反
省
か
ら
世

界
で
広
が
る
環
境
保
全
型

農
業
。
本
来
的
な
持
続
的

・
環
境
創
造
型
農
業
確
立

へ
の
実
践
技
術
を
集
大

成
。
農
文
協
編
、
Ｂ
５
判

●
各
１
５
０
０
０
円

有
機
廃
棄
物
資
源
化
大
事
典

有
機
廃
棄
物
資
源
化
推
進
会
議
編

ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
社
会
へ
向
け
、
食
品
残
渣
、
生
ゴ
ミ
、

下
水
汚
泥
等
の
主
要
廃
棄
物
の
優
良
堆
肥
化
の

方
法
と
実
例
を
集
大
成
。

●
１
５
７
５
０
円

畜
産
環
境
対
策
大
事
典
第
２
版

農
文
協
編

家
畜
排
泄
物
処
理
法
に
対
応
。
尿

汚
水
、
悪
臭
な
ど
の
最
新
処
理
技
術
か
ら
売
れ

る
堆
肥
づ
く
り
と
品
質
評
価
、
バ
イ
オ
ガ
ス
な

ど
新
利
用
ま
で
。

●
１
５
０
０
０
円

天
敵
大
事
典
生
態
と
利
用

農
文
協
編

化
学
農
薬
に
頼
ら
な
い
害
虫
防
除

へ
の
代
替
技
術
。
市
販
天
敵
資
材
と
土
着
天
敵

１
９
０
種
の
生
態
や
保
護
・
活
用
・
飼
育
法
な

ど
を
詳
細
に
解
説
。

●
１
５
０
０
０
円

地
域
生
物
資
源
活
用
大
事
典

藤
巻
宏
責
任
編
集

地
域
の
活
性
化
、
物
産
づ

く
り
に
役
立
つ
希
少
、
未
利
用
動
植
物
・
微
生

物
約
４
０
０
種
の
生
物
特
性
、
栽
培
・
飼
育
法
、

利
用
法
、
活
用
事
例
ま
で
紹
介
。

●
２
０
０
０
０
円

安全・安心を支える農の現場
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こ
れ
も
地
域
に
根
ざ
し
た「
食
育
」活
動

故
郷
に
残
し
た
い
食
材

地
大
根
復
活
作
戦「
ね
え
て
ぶ
花
作
大
根
」

山
形
県
長
井
市
・
復
活
作
戦
事
務
局

遠
藤
孝
太
郎

私
の
住
む
山
形
県
長
井
市
に

花
作
大
根
（
は
な
づ
く
り
だ
い

こ
ん
）
と
い
う
普
通
の
大
根
の

三
分
の
一
ほ
ど
し
か
な
い
珍
し

い
地
大
根
が
あ
る
。
こ
の
大
根

を
守
り
続
け
て
い
た
の
が
名
前

の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
市
内

花
作
地
区
に
住
む
友
人
の
横
澤

芳
一
で
あ
る
。
彼
の
言
に
よ
れ

ば
花
作
大
根
は「
硬
い
、
苦
い
、

穫
れ
な
い
」
の
三
重
苦
だ
と
い

う
。
大
根
も
個
性
的
な
の
だ
が

こ
の
人
、
地
元
で
は
チ
ョ
ー
有

名
な
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る
。

こ
ん
な
大
根
で
は
あ
る
が
、

硬
く
締
ま
っ
た
実
の
た
め
に
漬

け
込
ん
で
か
ら
半
年
ほ
ど
経
過

し
た
と
き
が
食
べ
頃
と
な
る
。

漬
け
ら
れ
た
大
根
は
田
植
え
時

期
の
忙
し
い
と
き
の
食
材
と
し

て
重
宝
さ
れ
、
と
て
も
長
い
間

作
り
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

後
、
食
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
冷

蔵
庫
な
ど
の
保
存
技
術
が
普
及

し
た
こ
と
に
よ
り
食
卓
か
ら
消

え
去
っ
て
い
っ
た
。

あ
の
、
ほ
か
の
も
の
で
は
代

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
パ
リ

パ
リ
」
と
し
た
食
感
を
も
う
一

度
味
わ
い
た
い
と
復
活
作
戦
を

始
め
た
。
作
戦
の
名
前
は
「
ね

え
て
ぶ
花
作
大
根
」。「
ね
え
て

ぶ
」
は
原
住
民
を
表
す
「
ネ
イ

テ
ィ
ブ
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で

あ
る
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
の
反

語
と
し
て
の
意
味
合
い
も
込
め

て
い
る
。

復
活
作
戦
は
栽
培
す
る
人
を

増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と

に
し
た
。
い
き
お
い
商
品
化
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
は
じ
め

る
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
が
、
私

た
ち
は
花
作
大
根
の
魅
力
が
再

認
識
さ
れ
、
地
元
で
広
く
作
ら

れ
る
事
が
復
活
の
鍵
だ
と
思
っ

て
い
る
。
何
回
か
の
栽
培
講
習

の
後
、
収
穫
に
合
わ
せ
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
会

場
に
は
昨
年
漬
け
込
ん
だ
花
作

大
根
が
ず
ら
り
と
な
ら
び
一
年

経
っ
た
と
は
思
え
な
い
パ
リ
パ

リ
と
し
た
食
感
に
驚
く
人
、
昔

を
懐
か
し
む
人
と
大
勢
の
人
に

そ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

今
年
も
ま
も
な
く
種
ま
き
の

時
期
を
迎
え
、
５
０
名
ほ
ど
の

人
が
作
付
を
は
じ
め
る
。
こ
の

秋
は
山
形
の
特
産
品
で
あ
る
紅

花
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

花
作
大
根
の
新
た
な
魅
力
を
引

き
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
長
井
に
来
て
い
た
だ

き
、
他
の
も
の
で
は
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
「
花
作
大
根
」

の
食
感
を
お
試
し
い
た
だ
き
た

い
。

（
山
形
県
長
井
市
時
庭
一
四
〇

九
）

普通の大根（左）と花作大根（右） 持つ人は横澤芳一さん

収
穫
作
業
の
様
子
（
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
）

漬
け
方
講
習
の
様
子

協文農

先進事例に学ぶ食育の推進�２

食で深まる家族の絆、地域のつながり

ビ
ジ
ュ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス

自
然
の
中
の
人
間
シ
リ
ー
ズ

花
と
人
間
編

農林水産業の現場から自然との
付き合い方を探るビジュアルサ
イエンス。生産、流通、文化ま
で理解を深める。
全１０巻、Ａ４変形判、各３６頁、
農林水産省農林水産技術会議事
務局監修、樋口春三編

●各２１００円、揃価２１０００円

�１
暮
ら
し
の
な
か
の
花
〈
花
の
民
俗
誌
〉

�２
植
物
は
な
ぜ
花
を
咲
か
す
の
か
〈
花
の
科
学
〉

�３
四
季
に
花
を
咲
か
せ
る
〈
品
種
改
良
と
栽
培
技
術
〉

�４
花
を
つ
く
る
、
花
を
と
ど
け
る
〈
花
の
流
通
〉

�５
花
と
人
間
の
新
し
い
関
係
を
求
め
て
〈
花
の
未
来
〉

�６
花
と
人
間
の
か
か
わ
り
〈
花
の
文
化
史
〉

�７
花
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
〈
発
見
と
分
類
〉

�８
花
を
生
け
る
〈
花
と
芸
術
〉

�９
日
本
の
庭
・
世
界
の
庭
〈
暮
ら
し
と
庭
〉

�１０
環
境
を
つ
く
る
花
〈
都
市
環
境
と
花
〉

【
自
然
の
中
の
人
間
シ
リ
ー
ズ
】

各
全
１０
巻

●
各
揃
価
２
１
０
０
０
円

農
業
と
人
間
編
西
尾
敏
彦
編

微
生
物
と
人
間
編
西
尾
道
徳
編

昆
虫
と
人
間
編
梅
谷
献
二
編

土
と
人
間
編
川
井
一
之
・

か
こ
さ
と
し
構
成

森
と
人
間
編
か
こ
さ
と
し
・

松
井
光
瑤
構
成

川
と
人
間
編
志
村
博
康
監
修

海
と
人
間
編
か
こ
さ
と
し
・

山
川
健
重
構
成


